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Abstract
　　We　examined　whether　the　body　condition　of　a　person　influences　the　attractive　behavior　of
mosquitoes（。4646sα1ゐoμ伽s　SKusE〉．WesurveyedJitsu－sho（excesscondition）orKyo－sho（deficiency
condition〉and　Netsu－sho（heat　condition）or　Kan－sho（cold　condition）in　Kampo　medicine　by　means
of　a　questionnaire．Subjects　who　are　in　medium　stage　of　Jitsu－sho　and　Kyo－sho　attracted　more
mosquitoes　than　subjects　in　Jitsu－sho　and　Kyo－sho．Moreover，subjects　who　are　in　medium　stage　of
Kan－sho　and　Netsu－sho　attracted　more　mosquitoes　than　subjects　in　Kan－sho　and　Netsu－sho．As　a
conclusion，mosquitoes　had　preference　to　subjects　who　are　ill　medium　stage　of　Jitsu－sho　and　Kyo－sho，
and　medium　stage　of　Kan－sho　and　Netsu－sho．From　the　questionnaire　used　to　determine　Jitsu－sho　and
Kyo－sho，factors　such　as“tend　to　perspire”，“tend　to　perspire　on　hands”and“cold　toes”might　have
influence　upon　attraction　of　mosquitoes．
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緒 目
　近年のマラリアの蔓延，西ナイルウイルス脳炎，デン
グ熱，日本脳炎，黄熱感染などの危険性により，それら
のベクターとしての蚊の防除が重要な課題となってい
る。これらの蚊媒介性疾病は，地球温暖化，交通量の増
大により，ますます増加する可能性すρ）秘めている。一
方，宿主側の個々人としても，出来る限り蚊からの吸血
を免れ，疾病を予防することが肝要である。しかしなが
ら，大勢の人の中でも蚊に刺され易い人あるいはそうで
ない人がいるにもかかわらず，蚊に刺され易い体質がど
のようなものかを評価する研究，また，蚊に刺され易い
体質を推測し，科学的分析を行い，そのような体質の人
に蚊刺咬の警告を行うなどの試みはこれまでになされて
いない。これまでに，手の皮膚温，水分量，色が蚊の誘
　　　　　　　　　　わ引性に及ぼす影響，　汗成分に対する蚊の誘引性や、忌、避
性1’3）皮膚から分離したL一乳酸の誘引性1）乳酸および乳
酸類縁物質の誘引性1’6）宿主の匂いや熱対流への蚊の反
応1）ABO式血液型による蚊の吸血嗜好性の相違8’9）など
について報告がなされてきた。一方，汗かきや冷え性な
どといった体質が蚊に刺され易さを左右する可能性があ
ることが一部で言われている。今回，著者らは東洋医学
的見地から，実証型，虚証型や熱証型，寒証型などの証
により蚊の吸血誘引性を評価することが可能かどうか，
また，吸血誘引性に影響を及ぼす要因について検討を
行ったので報告する。
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2630Sugitani，Toyama930－0194，Japan
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材料と方法
　（1）被験者と供試虫：健常男性31名（18～61歳）およ
び健常女性31名（5～24歳）の合計62名の被験者を対象
とした。また，材料としたヒトスジシマカ（、4認召s　必
加ρi伽s）は，岐阜県大垣市，大阪府鶴見緑地，兵庫県赤
穂市，沖縄県石垣市で採集し，富山医科薬科大学で累代
飼育中の2～6世代目を用いた。供試虫は，口吻の尖端を
切断し，皮膚上に降着しても刺咬出来ないように処理し
た，羽化後20～30日齢の未吸血雌成虫を用いた。
　（2）試験方法二試験方法は，ガラス製容器（幅600×高
さ295×奥行き300mm）内に供試虫を35頭入れてお
き，被験者1名と対照者（30歳男性）の左前腕を，前肘
窩まで挿入し，30秒毎に10分間，被験者と対照者の左手
および左前腕（以下，単に左前腕とする）に降着した蚊
数を計数することにより行った。これを，供試虫を替え
て3反復行った。
　（3〉蚊降着率二なお，通常の蚊で吸血させる代わりに，
口吻切断虫による降着で誘引を評価することが可能であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ることを，既に著者らは確かめている。そして，対照者
と比較した被験者の蚊降着率を算出し，「刺され易さ」の
判断基準とした。被験者の蚊に刺され易さは，被験者と
対照者の左前腕に降着した蚊数を，降着した蚊数の合計
を100とする百分率で表し，被験者間を比較するため，
対照者の蚊降着率を50％に定めた次式により補正し，
被験者の蚊降着率とした。
　補正した被験者の蚊降着率（％）
　二50×被験者の蚊降着率（％）／対照者の蚊降着率（％）
　（4）虚証・実証型：虚とは，病原菌などに抵抗する力
が弱り，病気に対する反応が十分でなく，容易に身体の
内部まで病気が達する状態であり，予備体力が小さく，
胃腸が虚弱であり，実とは，抵抗力が旺盛で，体内の病
気に同じくらいの力で張り合っている状態であり，予備
　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　体力が大きく，胃腸が丈夫である。　また，生気の不足
状態，やせ型，下痢症は虚証，活動的で声に活気があり，
　　　　　　　　　　　　　　ヨ　筋肉質で便秘がちは実証である。例えば，寒がる，四肢
が冷たい（手足の指先が冷たい，夏でも暑がらない），疲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れやすいといった症状は，陽虚に必須の症状である。臨
床に於いて，これらの症状を尋ねる健康調査項目が寺
　　の澤　に示されている。そこで，証を調査するためのアン
ケートを作成し，被験者にアンケートを行った。アン
ケートの項目をTable　Iに示す。記入した項目に，実証
型が虚証型より高い点数となるよう設定し，点数を合計
して，各被験者の証の点数を算出し，点数が低いものか
ら，虚証型，虚実中間型，実証型の3つの型に分類した。
次に，アンケートを2値データに補正した（Table　II）。
また，「刺され易さ」についても，62名の被験者のうち，
蚊降着率が高かった31名を「刺され易い」，蚊降着率が
低かった31名を「刺されにくい」とする2値データとし
Table　I　Questionnaire　for　volunteer’s　condition　survey　on　human　subjects．
　Suln　of　each　point　is　defined　as　the　score　of　volullteer’s　colldition．
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
疲れやすい　　　　　　　　　はい　　　一1
かぜをひきやすい　　　　　　はい　　　一・1
便通について　　　　　　　　ふつう　　　0
食欲について　　　　　　　食欲がある　　1
睡眠について　　　　　　　よく眠れる　　1
汗をかきやすい　　　　　　　はい　　　　1
手・のひ’）に汗をかく　　　　はい　　　1
飲み物について　　　　冷たい物を好む　1
食べる速さ　　　　　　　　　速い　　　　1
水分を　　　　　　　　　　よくとる　　　1
暑がりですか？　　　　　　　暑がり　　　1
手の指先が冷たい　　　　　　はい　　　一1
足の指先が冷たい　　　　　　はい　　　一1
冬期，靴下をはいて寝る　　　はい　　　一1
冬期，足ごたつを使う　　　　はい　　　一1
冷え性と，慰う　　　　　　　　　はい　　　　一1
首が凝る　　　　　　　　　　はい　　　一1
冬期，皮膚がかさつく　非常にかさつく　老
体温が低い方だと思う　　　　はい　　　一1
ふつつ
ふつう
便秘気味
ふつう
ふつう
ふつう
ふつう
ふつう
ふつう
ふつう
ふつう
ふつう
ふつう
かさつく
ふつう
　　　いいえ
　　　いいえ
　　軟便気味
　　食欲がない
　あまり眠れない
　　　いいえ
　　　いいえ
　　熱い物を好む
　　　遅い
　あまりとらない
　　　寒がり
　　　いいえ
　　　いいえ
　　　いいえ
　　　いいえ
　　　いいえ
　　　いいえ
一1　カ・さつかない
0　　　いいえ
1
1
1　下痢気味ぞ
一1
－1
－1
－1
－1
1
－1
－1
1
1
1
1
1．
1
1
1
、
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Table　HQuestionnaire　transformed　into　two－value　score　for
　　　lOgiStiC　regreSSiOn　analySiS．
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
疲れやすい
風邪を引きやすい
便秘気味
食欲がある
よく眠れる
汗をかきやすい
手掌部に汗をかく
冷たい飲み物を好む
食べる速さが速い
水分をよくとる
暑がりである
手の指先が冷たい
足の指先が冷たい
冬期，靴下をはいて寝る
冬期，足ごたつを使う
～合え’1生と，思う
首が凝る
冬期，皮膚がかさつく
体温が低い方だと思う
　　はい
　　はい
　下痢気味
　食欲がない
あまり眠れい
　いいえ
　いいえ
熱い物を好む
　　遅い
あまりとらない
　寒がり
　　はい
　　はい
　　はい
　　はい
　　はい
　　はい
　かさつく
　　はい
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　いいえ
　いいえ
　便秘気味
　食欲がある
　よく眠れる
　　はい
　　はい
冷たい物を好む
　　速い
　よくとる
　暑がり
　いいえ
　いいえ
　いいえ
　いいえ
　いいえ
　いいえ
カ・さつかない
　いいえ
て，「刺され易さ」に影響する要因を調べるために，Table
IIに示す19変数についてロジスティック回帰分析を
行った。
　（5）寒証・熱証型：一方，全身や手足の冷え，温かい
飲み物を好む人は寒証，冷たい飲み物を好む人は熱
は　　の証　とされることなどから，アンケート項目のうち，「汗
をかきやすい」「手のひらに汗をかく」「飲み物について」
「水分を（よくとるか）」「暑がりですかP」「手の指先が
冷たい」「足の指先が冷たい」「冬期，靴下をはいて寝る」
「冬期，あんか（足ごたつ）を使う」「体温が低い方だと
思う」の10項目を寒証・熱証型の判定項目に選び，これ
らの項目のみについて合計点数を求め，点数が低いもの
から，寒証型，寒熱中間型，熱証型の3つの型に分類し
た。
　（6〉統計学的処理：なお，結果は平均値±標準誤差
（mean±S．E．）で表し，一元配置分散分析を行ってFi－
sher’s　PLSD法により多重比較検定を行った。統計解析
にはStatView　J－5．0（SAS　Institute　Inc．）を用いた。
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結 果
1．虚証・実証型と蚊の降着率
　Table　Iにより点数化した証の合計、点数により，虚証
型（一6～0、点；n＝20），虚実中間型（1～7点；11二23），実
Kyo－shoMediumJitsu－sho
Fig．1　Mean±S．E．alightment　of、46．鋤oμ伽s　oll　fore－
　arms　of　subjects　whose　colldition　are　Kyo－sho，Medium　of
Kyo－sho　and　Jitsu－sho，and　Jitsu－sho．
　Significallt　difference　between　Kyo－sho　and　Medium：
　＊ヵ＜0．05．
証型（9～15点；n＝20）の3つの型に分け，それぞれの
蚊降着率をFig．1に示した。虚証型より虚実中間型は有
意に蚊降着率が高く（ヵ＜0．05），さらに実証型では逆に虚
実中間型より降着率が低くなる傾向がみられた。
2．寒証・熱証型と蚊の降着率
　一方，寒証・熱証型は，寒証型（一5～2点；n＝22），寒
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Fig．2　Mean±S．E．alightment　of∠46．召1ゐoφi6！“s　oll　fore．
　arms　of　subjects　whose　condition　are　Kan－sho，Medium　of
　Kan－sho　and　Netsu－sho，and　Netsu－sho．
　Sigllificant　difference　betweell　Kan－sho　and　Medium：
　＊ρ＜0．05．
§1Q・
奄8Q
ε
§60
§4Q
き
砺2Q§
　o
（n＝16》
Ky“Sh。
＊＊
（n富4）
Mediu恥
（n＝6）
（n＝13）
（n＝4》
（n＝3｝ （n317）
　　　　　　　　げ〆ぐ＞　　縛　　　　　〆iりゆ
J瞳駄s妬　K！
1（）Q
　§
80奄
60§
，。薯
2Q§
。§
Fig．3　Alightment　of／1aα1ゐoヵiご！z‘s　on　forearms　of　subjects
　in　combination　of　Kyo－sho，Medium　alld　Jitsu－sho　with
　Ka11－sho，Medium　and　Netsu－sho．Number　of　subjects
　whose　condition　are　both　Kyo－sho　alld　Netsu－sho　is　zero．
　Significallt　differellce　at＊＊／）＜0．01．
熱中間型（3～5点；n二20），熱証禦（6～10、点；n＝21）
の3型に分けられ，それぞれの蚊降着率をFig．2に示し
た。寒証型よ1）寒熱中問型は有意に蚊降着率が高く（ρ＜
0．05），さらに熱証型では逆に寒熱中間型より降着率が低
くなる傾向がみられ，虚証・実証型と同様の傾向を示し
た。
3．虚証・実証型および寒証・熱証型の組合せと蚊の降
着率
　虚証型，虚実中間型，実証型と寒証型，寒熱中間型，
熱証型の組合せによる9つの型と蚊の降着率をFig．3
に示した。なお，「虚証かつ熱証」「実証かつ寒証」に該
Table　III　Odds　ratio　and95％fiducial　interval　of19variable　from　questionnaire．
　　　　　　　　　　Significant　difference　at＊ヵ＜0．05．
variable カーvalue odds　ratio　　　95％fiducial　hlterval　of　odds　ratio
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
疲れやすい
風邪を引きやすい
f更不必食て1床
食欲がある
よく眠れる
汗をかきやすい
手掌部に汗をかく
冷たい飲み物を好む
食べる速さが速い
水分をよくとる
暑がりである
手の指先が冷たい
足の指先が冷たい
冬期，靴下をはいて寝る
冬期，足ごたつを使う
冷え’性と、慰う
首力ご～疑る
冬期，皮膚がかさつく
体温が低い方だと思う
0．9937
0．4418
0．5506
0．8185
0．7920
0．0147＊
0．0444＊
0．6641
0．4317
0．4810
0．3495
0．6327
0．0655
0．2729
0．2509
0．5405
0．7766
0．9941
0．5391
1．009
0．363
1．854
0．827
1．231
15．344
0．130
0．703
1．876
0．523
0．396
1．763
9．160
3．180
0．305
0．542
0．802
1．006
1．829
0．098～
0．027　～
0．244～
0．163～
0．263～
1．709～
0。018～
0．143～
0．391　～
0．086～
0．057～
0．167～
0．868～
0．402～
0．040　～
0．076　～
0．174～
0．187～
0．266～
10．416
　4．800
14．081
　4．204
　5．752
137．759
　0．951
　3．452
　8．998
　3．174
　2．761
18．596
96．707
25．157
　2．316
　3。853
　3．689
　5．415
12．552
＼
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Table　IVOdds　ratio　and95％fiducial　interval　of　three　variable　with　small
　　ρ一value．Sigllificant　difference　at＊ρ＜0．05．
variable かvalue odds　ratio95％fiducial　interval　of　odds　ratio
汗をかきやすい
手掌部に汗をかく
足の指先が冷たい
0．0214　＊
0．1232
0．0130　　＊
4．796
0．315
4．996
1．262～　　18．228
0．073～　　　1．368
1．404～　　17．780
当する被験者はなかった。「虚実中間かつ寒熱中間」が最
も高い蚊降着率（84．1±13．2％）を示した。また，「虚実
中間かつ寒熱中間」は「虚証かつ寒証」（36．7±8．8％）よ
り有意に蚊降着率が高く（ρ＜0．05），最も刺されやすいと
考えられた。
4．刺され易さに影響する要因
　刺され易さに対するロジスティック回帰分析の結果，
「汗をかきやすい」，「手掌部に汗をかく」が「刺され易さ」
に有意に影響を及ぼす因子であった（ヵ＜0．05）。Table
IIIに変数とρ値，オッズ比とその95％信頼区間を示
す。なお，この中から変数減少法により，変数を絞って
ロジスティック回帰分析を行った結果，Table　IVに示す
ように，「汗をかきやすい」，「手掌部に汗をかく」，「足の
指先が冷たい」がヵ値の低い変数として挙げられ，「汗
をかきやすい」，「足の指先が冷たい」が有意となった
（ρ＜0．05）。
考 察
　本研究の結果から，虚実中間型と寒熱中間型が虚証型
や実証型，寒証型や熱証型よケ）蚊に刺され易い傾向がみ
られた。即ち，疲れやすい，冷え性などの虚証や寒証型
の体質よりも，やや実証型，やや熱証型の方が蚊に刺さ
れやすい傾向が示された。同時に，強い実証型，強い熱
証型を，逆に蚊が好まない傾向があることも示された。
一方，冷え性で体温が低く，やせており，あまり汗をか
かないという虚証型の女性が，経験的に蚊に刺されにく
いという例もあり，こうした経験例は，今回の結果の一
部をよく説明している。やや実証型の被験者が蚊に刺さ
れ易くとも，かなり強い実証型の被験者が蚊に刺されに
くくなる可能性については，以下のことが考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の汗をよくかいた手は蚊に刺されにくい報告　があり，ヒ
トやマウスの濡れた皮膚には，蚊はあまり降着しないこ
とを著者らは観察している。従って，汗をかきすぎると
いった強い実証型の要因が，逆に蚊の誘引を阻害するこ
とも考えρ）れる。ところが，後述するように，「手掌部に
汗をかく」ことは，蚊の降着にプラスに影響する因子で
あった、）発汗については，乾燥した皮膚よりは，若干水
　　　　　　　　　　　　　　ユの分量のある皮膚の方が降着が増す　ものの，水分量が多
すぎると逆に降着が減少するといった，蚊が好む適度な
水分量の範囲があるのかもしれない。また，蚊に刺され
易い体質には，発汗量や体重，体脂肪量，血液型なども
影響を及ぼす可能性があり，これらの点も考慮する余地
がある。2値データにしたTable　IIに基づいてロジス
ティック回帰分析を行った結果から，「汗をかきやすい」，
「手掌部に汗をかく」が刺され易さに影響する因子であ
匙），実際に発汗量を測定した結果でなくとも，こうした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意識が「汗かきは蚊に刺され易い」とする一説 を支持
する結果となったのは興味深い。TableIIIではヵ二
〇．0655で有意でなかった「足の指先が冷たい」が，変数
を絞ったTable　IVではρ＝0．0130で有意となった。逆に
「手掌部に汗をかく」はρ＝0．1232で有意ではなかった
が，オッズ比がTable　IIIとTable　IVで異なることとも
併せて，交絡による影響があるものと思われた。しかし，
これらの3変数は，他の多くの変数よヒ）はヵ値がかなり
低いため，「蚊に刺され易さ」に若干の影響を及ぼすと考
えられた。「足の指先が冷たい」は「はい」を0としてい
るため，「足の指先が冷たい」は蚊の降着にマイナスに作
用すると考えられる。このことも，実際に測定したので
なくとも，こうした意識を持つ被験者が蚊に刺されにく
い結果となり，「冷え性の人は蚊に刺されにくい」とする
一説を支持すると考えられた。しかし，「冷え性と思う」
は，「刺され易さ」に影響する有意な因子ではなかった。
これは，被験者が「足の指先が冷たい」と「冷え性と思
う」項目に，一致しない回答を行ったことにもよると思
われる。すなわち，「足の指先が冷たく，冷え性」が16名
であったのに対して，「足の指先が冷たく，冷え性でない」
が6名，「足の指先が冷たくなく，冷え性」が1名であっ
た。これは，「足の指先が冷たい」が，具体的に自分で判
断可能で「はい」と答えても，「冷え性」ほどではないと
考えた被験者があったためと思われた。
　また以上の結果から，虚証型，寒証型よりやや実証型，
やや熱証型が蚊に刺され易く，その要因として，汗をか
く，冷え性などの要因が関与する可能性が示唆された。
新陳代謝の活発なやや実証型の方が刺されやすかったこ
とや，冷え性や肩こりなど末梢循環不全を示唆する所見
を有する虚証型の方が刺されにくいことなどから，この
ような末梢循環不全を示唆する所見を東洋医学的見地か
156 証とヒトスジシマカの吸血誘引性’
ら分析する手がか『）になるのではないかと思われる。本
研究の結果から，虚証型あるいは寒証型の人が，実証型
あるいは熱証型傾向に移行し，やや実証型，やや熱証型
になれば，蚊に刺されやすくなることが考えられる。1999
年夏から秋にかけて，大都市であるニューヨークで西ナ
イルウイルスによる脳炎が流行したが，蚊からウイルス
　　　　　　　ラが分離され，この脳炎が蚊媒介性であることからも，個
人個人が蚊刺を防衛することが急務であり，臨床的にも
患者の証を経時的に観察し，刺され易さを把握すること
は，予防の面から効果的であると考えられる。最近では，
証を科学的，客観的に判定する試みがあるが，今回の我々
の検討結果が，こうした試みをさらに広げる一助となれ
ば幸甚である。今回の結果は，個々人の蚊に刺され易さ
の体質判断を進めることが可能とな1），宿主側での蚊媒
介性疾病の予防をする上で重要な示唆を与え，この点か
らみても意義のあるものと考えられる。
結 曇△肖冊
　口吻の尖端を切断したヒトスジシマカ（、4認ω　必
60のi61z〆5）未吸血雌成虫を用いて，健常人62名（男性31
名，女性31名）の「蚊に刺され易さ」を調査し，同時に
19項［、iのアンケート調査により被験者の実証・虚証型，
寒証・熱証型を判定することによって，東洋医学的見地
から実証・虚証型および寒証・熱証型による「蚊に刺さ
れ易さ」の評価とその要因を検討した。その結果，虚証
型よりもやや実証型の被験者の方が，寒証型よ1）もやや
熱証型の被験者の方が刺され易く，強い実証型および熱
証型は逆に刺されにくくなる傾向がみられた。最も刺さ
れやすい被験者は，虚証・実証の中間型でかつ寒証・熱
証の中間型であった。また，「蚊に刺され易さ」の要因と
して，「汗をかきやすい」，「手掌部に汗をかく」，「足の指
先が冷たい」が挙げられると考えられた。
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